
（予約受付 9：00 ～ 18：00)

1泊2食付き
季節の宿泊プラン

☎078-743-8000
・写真はすべてイメージです。
・高齢者とは 65 歳以上の方です。当日、年齢を証明できるものをご持参ください。
・仕入れ状況により一部内容を変更する場合がございます。
・表示料金は 1泊 2食付き平日 1室 3名様でご利用の場合です。
  休前日のご利用また 1室の利用人数によって料金がかわります。
・料金は税込みです。

極 高齢・障がい
一　般

￥10,500～
￥13,000～

松 高齢・障がい
一　般

￥8,700～
￥11,200～

竹 高齢・障がい
一　般

￥7,800～
￥10,300～

梅 高齢・障がい
一　般

￥6,000～
￥8,500～

～
瀬戸内海産天然桜鯛を

メニューにとり入れました
　　　　極

お申し込み・変更等は、ご利用の
3 日前までにお電話にて承ります。

松

竹 梅

　

令
和
３
年
11
月
26
日
（
金
）、中

央
体
育
館
に
お
い
て
、
令
和
３
年

度
輪
投
げ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
大
会
の
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
対
策
と
し
て
、
参
加
受
付
で

の
体
調
の
確
認
、
手
指
消
毒
を
行

い
、
参
加
者
数
を
例
年
の
半
分
と

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
選
手
248
名
、
大
会
役

員
等
41
名
の
総
勢
289
名
の
参
加
と

な
り
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
大
辻
理
事
長
の

開
会
挨
拶
、
藤
本
大
会
運
営
副
委

員
長
の
競
技
説
明
が
行
わ
れ
、
女

性
委
員
会
の
指
導
に
よ
る
い
き
い

き
ク
ラ
ブ
体
操
で
体
を
ほ
ぐ
し
た

後
、
競
技
に
入
り
ま
し
た
。
参
加

者
は
、
日
頃
の
実
力
を
発
揮
し
よ

う
と
熱
心
に
９
本
の
輪
を
投
げ
、

得
点
に
一
喜
一
憂
し
な
が
ら
、
和

や
か
に
競
技
を
繰
り
広
げ
て
い
ま

し
た
。

　

試
合
終
了
後
、
奥
井
大
会
運
営

委
員
長
に
よ
る
閉
会
挨
拶
が
行
わ

れ
、
表
彰
式
で
は
は
じ
め
に
、
最

高
齢
の
参
加
者
男
女
各
１
名
の
特

別
表
彰
を
行
い
、
引
き
続
い
て
成

績
優
秀
者
男
女
各
15
位
ま
で
の

方
々
に
賞
品
を
お
渡
し
し
、
入
賞

を
称
え
ま
し
た
。

【
最
高
齢
者
特
別
表
彰
】（
敬
称
略
）

男
性　

福
田　

五
夫

（
北　

区
・
94
歳
）

女
性　

阪
本　

ち
よ
の

（
中
央
区
・
95
歳
）

【
男
性
上
位
入
賞
者
】（
敬
称
略
）

第
１
位　

土
肥　

安
男（
須
磨
区
）

第
２
位　

米
村　

一
三（
兵
庫
区
）

第
３
位　

森
本　

和
也（
東
灘
区
）

第
４
位　

溝
口　

敏
晃（
垂
水
区
）

第
５
位　

東　
　

幸
伸（
灘　

区
）

【
女
性
上
位
入
賞
者
】（
敬
称
略
）

第
１
位　

花
谷　

静
子（
北　

区
）

第
２
位　

田
垣　

洋
子（
東
灘
区
）

第
３
位　

友
弘　

稔
子（
西　

区
）

第
４
位　

鷲
尾　

靖
江（
垂
水
区
）

第
５
位　

神
野
賀
代
子（
垂
水
区
）

　

ま
た
、
入
賞
者
以
外
の
参
加

者
全
員
か
ら
、
男
女
各
10
名
に

贈
呈
す
る
「
ラ
ッ
キ
ー
賞
」
に

つ
い
て
は
、
各
区
の
ス
ポ
ー
ツ

部
会
委
員
に
よ
る
抽
選
を
行
い
、

後
日
賞
品
を
お
渡
し
し
ま
し

た
。

　

な
お
、
今
大
会
の
司
会
進
行
は

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー

ツ
部
会
の
山
本
寿
委
員
（
垂
水

区
）が
、い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
の

指
導
は
山
下
一
江
・
土
橋
イ
サ
子

（
灘
区
）、
井
上
末
子
・
上
原
多
見

子
（
中
央
区
）
の
４
名
の
方
々
が

担
当
さ
れ
ま
し
た
。

　令和４年度より年６回の発行になります。
　発行月日は１月・３月・５月・７月・９月・11月
（奇数月）の10日です。

　５月号と11月号の頁数を増やします。また、紙面の
文字を大きくするなど、皆様により親しんでいただけ
るようリニューアルします。

　文芸欄投稿の募集期間が変更になります。詳しくは
４面をご覧ください。

令和４年度より

広報紙「KOBEシニアクラブ」の
発行回数がかわります

輪
投
げ
大
会
が
開
催
さ
れ
る

輪
投
げ
大
会
が
開
催
さ
れ
る

令和
３年度

　「かんぽの宿」割引利用方法がかわります。（割引内容は変更ありません）

　「かんぽの宿」事業譲渡に伴い、令和４年４月５日（火）より現在の
利用提携カードが使えなくなります。
　利用可能施設・割引利用方法等が決まり次第広報紙にてお知らせし
ます。

会員の皆様へお知らせ！

一般社団法人  神戸市老人クラブ連合会　〒650-0016 神戸市中央区橘通3-4-1　TEL（078）341-8507　FAX（078）341-8524 　 krcr@sunny.ocn.ne.jp　　http://kobeshirouren.or.jp/

令和４年
３月10日
(毎月10日発行)

№693
ＫＯＢＥシニアクラブ広報紙広報紙

市 老  連



神戸市中央区中町通2-3-2 三共神戸ツインビル10F
E-メール: kobeyamate.law@gmail.com

高速神戸駅

神戸地方裁判所

三井住友銀行

クリスタル
タワー

阪神高速阪神高速

地下鉄海岸線

みなと銀行
湊川神社

バス
ターミナル

至
大
阪

JR
神
戸
駅ココ 地下鉄

ハーバー
ランド駅

丁寧にお話をお聞きします。
安心してご相談ください。

予約

弁護士  津田和之
兵庫県弁護士会所属

輪
投
げ
大
会

須
磨
区
老
連

　

毎
年
恒
例
の
輪
投
げ
大

会
を
令
和
３
年
11
月
30
日

（
火
）
午
後
１
時
30
分
か

ら
、
北
須
磨
文
化
セ
ン
タ

ー
体
育
館
に
て
開
催
し

ま
し
た
。
須
磨
区
内
30
単

位
の
ク
ラ
ブ
か
ら
、
日
ご

ろ
練
習
を
重
ね
て
き
た

会
員
総
勢
121
名
が
参
加

し
、
技
量
を
披
露
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
天
候
に
恵
ま

れ
、
素
晴
ら
し
い
環
境
の

も
と
開
か
れ
ま
し
た
。
ま

ず
、
奥
井
会
長
よ
り
挨
拶

が
あ
り
、
大
会
の
目
的
は

「
健
康
維
持
」「
健
康
増

進
」「
フ
レ
イ
ル
予
防
」

な
の
で
元
気
い
っ

ぱ
い
楽
し
ん
で
く

だ
さ
い
と
呼
び
か

け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
課
斧

田
課
長
は
じ
め
、

来
賓
の
方
々
で
輪

投
げ
の
試
技
が
行

わ
れ
大
会
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

試
合
は
輪
投
げ
公

式
ル
ー
ル
に
基
づ

い
て
行
わ
れ
、
注

意
点
は
投
輪
ラ
イ

ン
を
踏
み
越
さ
な

区
老
連
だ
よ
り

区
老
連
だ
よ
り

源
氏
物
語
を
巡
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

垂
水
区
老
連

　

令
和
３
年
11
月
12
日

（
金
）
菊
花
展
を
開
催
中

の
県
立
明
石
公
園
の
、
と

き
打
ち
太
鼓
前
に
18
ク
ラ

ブ
141
名
が
午
前
９
時
30
分

に
集
合
し
、
令
和
３
年
度

モ
デ
ル
事
業
の
一
つ
で
あ

る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
行
わ

れ
た
。

　

上
野
区
老
連
会
長
の
挨

拶
の
後
、
７
つ
の
班
に
分

か
れ
て
時
差
を
設
け
て
ス

タ
ー
ト
し
た
。
ま
ず
公
園

か
ら
南
へ
向
か
い
国
道
２

号
線
へ
、
そ
こ
か
ら
西
へ

歩
を
進
め
明
石
川
の
一
筋

東
側
の
道
を
南
下
し
て
最

初
の
訪
問
先
で
あ
る
善
楽

寺
へ
。
こ
こ
に
は
平
清
盛

を
供
養
し
た
五
輪
塔
が
あ

る
。

　

次
に
す
ぐ
南
に
あ
る
無

量
光
寺
へ
、
こ
こ
は
光
源

氏
が
月
見
を
し
た
浜
の
館

の
モ
デ
ル
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
こ
こ
で
は
境
内
に

入
ら
ず
、
門
前
に
あ
る
説

明
板
を
眺
め
な
が
ら
、
な

に
や
ら
語
り
合
っ
て
い
る

方
が
多
く
見
ら
れ
た
。

　

こ
こ
で
進
む
方
向
を
東

に
変
え
て
、
次
の
訪
問
先

は
岩
屋
神
社
。
こ
こ
に
も

光
源
氏
月
見
の
松
が
あ

り
、
案
内
板
を
見
な
が
ら

境
内
で
暫
し
休
憩
を
と
っ

た
。

　

次
に
再
び
東
へ
歩
を
進

め
、
漁
港
を
右
に
見
な
が

ら
「
こ
れ
は
何
を
獲
る
漁

船
な
の
か
、〝
い
か
な

ご
〞
で
は
な
い
か
、
漁
を

す
る
様
子
を
見
た
こ
と
な

い
か
ら
わ
か
ら
な
い
」
な

ど
と
言
い
な
が
ら
ゴ
ー
ル

の
中
崎
遊
園
地
を
め
ざ

す
。
錦
江
橋
を
渡
り
し
ば

ら
く
進
む
と
左
側
に
高
さ

３
ｍ
を
少
し
超
え
る
程
度

の
四
角
い
塔
を
発
見
。
何

と
近
づ
く
と
上
の
方
に
明

石
ラ
ジ
オ
塔
の
文
字
盤
が

あ
っ
た
。「
あ
の
空
間
に

ラ
ジ
オ
を
置
い
て
皆
で
聴

い
た
の
か

な
。
昔
、

公
園
の
街

頭
テ
レ
ビ

を
見
た
み

た
い
に
、

朝
ド
ラ
の

カ
ム
カ
ム

エ
ヴ
リ
バ

デ
ィ
み
た

い
に
塔
を

囲
ん
で
聞

い
た
の
と

違
う
か
」
な
ど
、
往
時
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
話
し
な
が

ら
進
み
、
中
崎
遊
園
地
東

経
135
度
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
前

へ
。
最
後
の
班

の
到
着
を
待
っ
て
、
参
加

者
全
員
で
記
念
の
集
合

写
真
を
撮
っ
て
解
散
し

た
。

　

灘
・
夢
ナ
リ
エ
は
当

初
、
灘
百
選
ま
つ
り
「
あ

か
り
の
盆
」
と
し
て
平
成

15
年
７
月
第
１
回
が
西
郷

酒
蔵
の
道
で
開
催
さ
れ
、

２
回
目
摩
耶
山
掬
星
台
、

平
成
17
年
「
灘
・
夢
ナ
リ

エ
」
と
改
題
し
、
各
回
毎

そ
れ
ぞ
れ
に
サ
ブ
テ
ー
マ

を
掲
げ
３
回
目
は
都
賀
川

公
園
、
そ
の
後
、
六
甲
道

南
公
園
、
王
子
サ
ブ
グ
ラ

ウ
ン
ド
、Ｈ
Ａ
Ｔ
神
戸
、岩

屋
公
園
・
灘
駅
前
、
丸
山

公
園
、
沢
の
鶴
資
料
館
、

六
甲
風
の
郷
公
園
、
西
郷

川
河
口
公
園
等
、
灘
区
の

祭
り
と
し
て
Ｐ
Ｒ
を
兼

ね
、11
か
所
（
南
の
町
・

北
の
町
・
西
の
町
・
東
の

町
）
を
巡
回
す
る
形
で
開

催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
近

年
（
第
16
回
か
ら
）、
灘

区
の
祭
り
と
し
て
一
応
認

知
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

費
用
の
関
係
・
資
材
の
運

搬
等
々
の
事
も
考
慮
し
場

所
の
固
定
化
を
進
め
、
昨

年
は
第
19
回
目
が
六
甲
道

南
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

私
が「
灘
・
夢
ナ
リ
エ
」

に
関
心
を
持
っ
た
の
は
、

第
４
回
平
成
18
年
７
月
18

日
の
六
甲
道
南
公
園
の
時

か
ら
で
す
。
こ
の
年
は
、

１
０
０
０
個
以
上
の
行
灯

Ｈ15年度：第１回 灘百選まつりあかりの盆
Ｈ16年度：第２回 灘百選まつりあかりの盆

－Ｈ17年度より灘・夢ナリエに改題－
Ｈ17年度： 第３回 テーマ「あかりで発信する10年－

あかりの盆」
Ｈ18年度： 第４回 テーマ「絆を結ぶあかりの盆」
Ｈ19年度： 第５回 テーマ「まちと人と音楽と」
Ｈ20年度： 第６回 テーマ「出会・交流・共感」
Ｈ21年度： 第７回 テーマ「こんにちは！南のまち北

のまち」
Ｈ22年度： 第８回 テーマ「川と人その未来に向けて」
Ｈ23年度： 第９回 テーマ「灘区制80周年・夢を育む

まちへ」
Ｈ24年度： 第10回 テーマ「遊ぼう！灘のカーニバル」
Ｈ25年度： 第11回 テーマ「きらめく天空　あかりの

響宴」
Ｈ26年度： 第12回 テーマ「受け継ごう、あかりに浮

かぶ酒の蔵」
Ｈ27年度： 第13回 テーマ「震災20年　感謝・鎮魂～

夢と希望を未来へ～」
Ｈ28年度： 第14回 テーマ「復興・そして新たなステ

ージ　美しい公園でつなぐ地域の絆」
Ｈ29年度： 第15回 テーマ「灯かりが誘

いざな

う港の歴史」
Ｈ30年度： 第16回 テーマ「灯りで祝う鶴甲まち開

き・50周年」
Ｒ元年度： 第17回 テーマ「新たな出発、令和の灘・

夢ナリエ～平成の記憶とともに～」
Ｒ２年度： 第18回 テーマ「みんな大好き灘のまち」
Ｒ３年度： 第19回 テーマ「灘区制90周年なんだかん

だで灘が好き　あかりで紡ぐ灘の歴史」

灘・夢ナリエ　これまでの変遷

い
こ
と
で
し
た
。
い
い
成

績
が
出
れ
ば
歓
声
が
上
が

り
（
小
声
で
）、
失
敗
す

れ
ば
落
胆
の
表
情
が
う
か

が
え
、
会
場
は
一
喜
一
憂

し
な
が
ら
も
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
大
会
は

３
部
門
に
分
か
れ
て
行
わ

れ
、
80
歳
以
下
男
子
の
部

（
優
勝　

松
井
善
憲
さ
ん

　

東
白
川
台
ホ
ワ
イ
ト
ク

ラ
ブ
）、
80
歳
以
下
女
子

の
部
（
優
勝　

池
田
洋
子

さ
ん　

須
磨
寿
楽
会
）、

80
歳
以
上
男
女
の
部
（
優

勝　

土
肥
安
男
さ
ん　

ニ

ュ
ー
シ
ル
バ
ー
高
倉
台
）

の
結
果
で
終
わ
り
ま
し

た
。
特
別
賞
と
し
て
「
最

高
齢
者
賞
」
に
志
水
滿
喜

子
さ
ん
（
96
歳　

神
の
谷

コ
ス
モ
ス
ク
ラ
ブ
）
が
選

ば
れ
ま
し
た
。
参
加
者
全

員
が
和
気
藹
々
と
笑
顔
で

大
会
が
締
め
く
く
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
も
ス
ポ
ー
ツ

部
委
員
の
方
は
じ
め
、
多

く
の
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
の

お
か
げ
と
感
謝
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

を
公
園
一
面
に
並
べ
終
わ

っ
た
後
、
夕
立
が
あ
り
、

行
灯
が
す
べ
て
雨
水
で
倒

れ
祭
り
が
台
無
し
に
な
り

か
け
た
時
、
そ
の
救
済
方

法
を
提
案
し
た
時
か
ら
、

近
く
で
行
わ
れ
る
と
き

は
参
加
す
る
様
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
区
老

連
の
役
員
に
な
り
、
老
人

会
担
当
50
個
の
行
灯
製

作
に
携
わ
っ
て
お
り
ま

す
。

　

第
19
回
灘
・
夢
ナ
リ
エ

は
令
和
３
年
11
月
13
日

（
土
）
に
行
わ
れ
、
老
人

会
か
ら
今
回
も
45
個
の
行

灯
を
各
11
ク
ラ
ブ
45
名
の

皆
様
に
描
い
て
い
た
だ

き
、
11
日
（
木
）
に
８
名

の
会
員
に
ご
協
力
い
た
だ

き
仕
上
げ
ま
し
た
。
当
日

は
天
気
も
良
く
、
約
900
個

の
行
灯
、
100
個
余
り
の
酒

瓶
行
灯
が
映
え
る
祭
り
と

な
り
ま
し
た
。

第
19
回

灘
・
夢
ナ
リ
エ

灘
区
老
連
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申請方法

お問い合わせ先

はり・きゅう・
マッサージ
施術料を
3,000円
助成します

令和4年3月1日から申請受付開始

助成内容

ク
ラ
ブ
だ
よ
り

ク
ラ
ブ
だ
よ
り

　

令
和
２
年
11
月
、
前
会

長
が
逝
去
さ
れ
急
遽
、
会

長
代
行
と
し
て
ス
タ
ー
ト

い
た
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の

中
、
何
も
分
か
ら
ず
右
往

左
往
の
出
来
事
で
、
ま
ず

最
初
に
取
り
組
ん
だ
年
１

回
の
誕
生
会
で
は
沖
縄
舞

踊
を
楽
し
み
、
会
員
の
皆

様
に
助
け
ら
れ
無
事
終

了
。

　

区
老
連
の
理
事
会
に
出

席
し
て
も
中
々
馴
染
め

ず
、
や
っ
て
い
け
る
か
な

と
、
心
配
？　

総
会
前
に

は
会
計
処
理
、
区
ま
ち
づ

く
り
課
の
方
々
に
助
け
て

い
た
だ
き
や
っ
と
令
和
２

年
度
を
終
え
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
４
月
、
総
会

で
改
め
て
会
長
を
引
き
受

け
３
年
度
を
ス
タ
ー
ト
。

　

ま
ず
今
ま
で
の
内
容
を

引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
去
年

苦
労
し
た
誕
生
会
は
落
語

２
人
会
、
本
庄
婦
人
会
民

謡
部
の
踊
り
、
75
年
ぶ
り

に
復
活
し
た
深
江
音
頭
を

皆
さ
ん
で
踊
り
、
楽
し
み

ま
し
た
。
少
し
余
裕
が
出

て
き
た
か
⁉　

後
は
、
令

和
３
年
度
の
締
め
括
り
に

向
か
っ
て
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

来
年
度
（
令
和
４
年

度
）
に
は
、
少
し
内
容
等

も
変
更
し
つ
つ
、
前
進
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

東
灘
区　

深
江
南
親
交
ク
ラ
ブ

植
田　

延
生

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
長
に
な
り
感
じ
た
こ
と

長
田
区　

二
葉
喜
楽
会

梶
田　

順
子

モ
デ
ル
活
動
・
交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

兵
庫
区　

兵
庫
四
ツ
葉
会

泉
谷
智
重
子

交
流
会
を
終
え
て

　

兵
庫
四
ツ
葉
会
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
部
を
立
ち

上
げ
て
早
や
６
年
が
経

ち
、
当
初
７
名
で
の
ス
タ

ー
ト
が
35
名
ま
で
に
増

え
、
荒
田
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

の
練
習
を
日
々
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
兵
庫
区
老
連

健
康
づ
く
り
指
定
ク
ラ
ブ

事
業
の
一
環
と
し
て
、
晴

天
に
恵
ま
れ
た
令
和
３
年

11
月
８
日
（
月
）
コ
ロ
ナ

禍
の
中
、
自
己
防
衛
を
し

っ
か
り
し
て
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
交
流
会
開
催
の

運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
お
忙
し
い
中
、
市

会
議
員
お
よ

び
区
老
連
役

員
の
ご
臨
席

を
賜
り
開
催

の
ご
挨
拶
を

い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま

た
、
コ
ー
ス

設
営
、
受
付

準
備
等
四
ツ

葉
会
員
全
員

協
力
の
も

と
、
準
備
す

る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

日
頃
馴
染
み

の
な
い
方
々

と
も
時
と
共

　

令
和
３
年
11
月
17
日

（
水
）
晴
天
、
風
も
な
く

心
地
良
い
日
差
し
、
久
し

振
り
に
行
事
が
で
き
る
喜

び
、
皆
大
い
に
楽
し
も
う

と
集
合
。
駒
ヶ
林
寿
会
、

二
久
塚
長
老
会
、

二
葉
喜
楽
会
、
顔

見
知
り
の
方
も
い

れ
ば
、
名
前
と
顔

が
一
致
し
な
か
っ

た
り
の
方
も
。
会

長
か
ら
「
皆
大
い

に
楽
し
ん
で
」
と

声
を
掛
け
ら
れ
、

ま
ず
は
チ
ー
ム
戦

な
の
で
抽
選
を
し

た
。

　

８
チ
ー
ム
４
名

か
５
名
が
決
定
。

あ
ち
こ
ち
で
「
私

が
足
引
っ
張
る

わ
」
と
謙
遜
の
声

が
上
が
る
。

　

私
は
「
シ
メ
シ
メ
」
と

思
っ
た
。
そ
こ
そ
こ
の
メ

ン
バ
ー
な
の
で
優
勝
は
で

き
な
く
て
も
、
競
馬
で
い

え
ば
３
番
手
に
は
な
れ

る
。

　

２
ゲ
ー
ム
終
了
後
、
長

田
警
察
署
の
方
が
来
ら

れ
、
特
殊
詐
欺
・
交
通
事

故
の
話
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
だ
け
耳
に
「
タ

コ
」
が
で
き
る
程
聞
い
て

い
る
の
に
、
未
だ
に
引
っ

か
か
る
人
が
い
る
の
が
不

思
議
、
こ
ん
な
考
え
の
人

が
危
な
い
、
分
か
っ
て
い

る
よ
！

　

さ
あ
３
ゲ
ー
ム
目
の
開

始
。
８
枠
特
に
良
い
メ
ン

バ
ー
。
こ
こ
だ
け
に
は
勝

つ
目
標
を
定
め
た
。

　

フ
タ
を
開
け
て
み
て
ビ

ッ
ク
リ
。
ダ
ー
ク
ホ
ー
ス

の
チ
ー
ム
が
優
勝
。
競
馬

で
言
う
な
ら
「
中
穴
」

だ
。
４
名
の
平
均
点
56
。

個
人
戦
で
も
良
い
点
だ
。

選
手
は
競
走
馬
か
と
思
い

な
が
ら
見
て
い
た
ら
、
馬

に
見
え
て
き
た
。
そ
ん
な

こ
と
は
な
い
か
？

　

私
た
ち
は
４
着
だ
っ

た
。
人
生
と
同
じ
で
想
定

外
の
こ
と
が
起
こ
る
。
し

か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
か
か

わ
ら
ず
頑
張
っ
た
。
総

勢
40
名
参
加
（
２
名
欠

席
）
目
標
達
成
！
賞
品
を

ゲ
ッ
ト
し
た
人
は
嬉
し
そ

う
。

　

指
を
咥
え
て
帰
宅
し

た
。
少
し
悔
し
い
が
「
ま

っ
い
い
か
」
こ
れ
だ
け
楽

し
ん
だ
の
だ
か
ら
。
旧
二

葉
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

て
。

に
親
し
さ
も
増
し
、
和
気

藹
々
と
プ
レ
ー
す
る
こ
と

が
で
き
、
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
四
ツ
葉
会
員
一

同
参
加
頂
き
ま
し
た
皆
様

に
は
多
方
面
に
渡
り
お
力

添
え
い
た
だ
き
、
会
進

行
、
終
了
で
き
ま
し
た

事
、
心
よ
り
感
謝
い
た
し

ま
す
。
有
り
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
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とっておきの作品

【
兵
庫
区
】

御
崎
南
ビ
ル
ほ
の
ぼ
の
倶
楽
部

衣
川　

晴
子

短　
　

歌

■
個
人

馳
走
並
べ
孤
食
の
日
々
に

偲
ば
る
る
少
女
の
頃
の
楽

し
き
夕
餉

（灘）
上
田　

節
子

ち
ら
ち
ら
と
み
ぞ
れ
粉
雪

風
に
舞
ゐ
山
里
山
茶
花
ふ

る
え
て
凍
つ
る

（中）
水
口　

敏
子

子
や
孫
を
思
い
浮
か
べ
て

卵
割
る
ミ
キ
サ
ー
に
か
け

作
る
伊
達
巻（兵）

大
賀　

清
子

古
ベ
ッ
ド
亡つ

夫ま

介
護
の
日

思
い
馳は

す
断
捨
離
助す

け

る

男ま

ご孫
た
く
ま
し
き

（北）
植
田
き
み
子

お
花
見
は
有
馬
で
桜
み
あ

げ
た
し
米
寿
の
祝
い
あ
い

た
し
仲
間

（北）
眞
木
香
代
子

デ
パ
地
下
の
物
産
展
で
目

が
留
ま
り
亡
夫
の
故
郷
の

羊
羹
を
買
う（須）

江
口　

啓
子

友
逝
き
て
ひ
っ
そ
り
光
る

星
が
又
増
え
て
い
そ
う
な

冷
た
い
夜
空（須）

松
井
寿
美
江

つ
ま
ら
な
い
こ
だ
わ
り
捨

て
よ
と
我
が
肩
に
羽
根
を

休
め
る
揚あ

げ

羽は

蝶
（西）
秋
山
シ
ズ
ヱ

若
者
の
居
場
所
づ
く
り
知

恵
を
出
し
練
り
直
し
つ
つ

笑
顔
で
了り

ょ
う

す（西）
瀬
尾
省
二
郎

し
め
縄
の
稲
穂
に
す
ず
め

群
が
り
て
賑
わ
い
く
れ
る

朝
の
ひ
と
と
き

（西）
松
浦　

妙
子

川　
　

柳

桂
木
ひ
ふ
み
会
（
北
）

ス
マ
ホ
持
ち
指
一
本
で
生

き
ら
れ
る

荒
木　

宗
久

０
か
１
そ
の
間
こ
そ
ア
ナ

ロ
グ
ぞ

上
原
み
な
み

デ
ジ
タ
ル
の
風
に
さ
ら
さ

れ
偏
頭
痛

京
念
久
美
子

乗
り
換
え
て
ス
マ
ホ
が
変

と
言
い
訳
を

笹
岡　

淑
子

デ
ジ
カ
メ
を
亀
の
一
種
と

勘
違
い

杉
尾　

悦
子

ア
ナ
ロ
グ
と
違
い
知
ら
ぬ

が
生
き
て
い
る大

和
ケ
ン
ト

筑
栄
会
（
北
）

も
ち
食
べ
て
入
歯
の
チ
ェ

ッ
ク
大
丈
夫

か
ほ
う

冬
至
も
す
ぎ
春
の
歩
み
は

の
ろ
の
ろ
と

三
茶

川
柳
が
作
く
れ
ず
つ
い
に

寝
て
し
ま
う

と
き
子

年
の
瀬
に
草
取
り
を
し
て

歳
を
知
る

と
し
こ

春
き
た
ら
故さ

郷と

に
帰
ろ
う

二
年
ぶ
り

ま
さ
こ

■
個
人

お
揃
い
の
茶
碗
に
さ
れ
る

俺
と
猫

（東）
末
広　

武
夫

好
き
な
色
編
み
込
む
セ
ー

タ
ー
我
吾
子
に

（東）
早
川
キ
ミ
エ

六
十
年
こ
の
人
が
い
い
来

世
も

（東）
増
田　

芳
之

忘
れ
ち
ゃ
う
目
の
前
に
在

る
飲
む
薬

（北）
か
ん
い
ち

身
心
が
熱
く
燃
え
ま
す

小あ
ず
き豆
粥が

ゆ

（北）
北
野　

利
一

引
き
こ
も
り
ね
そ
び
り
族

と
言
う
ら
し
い

（北）
宮
内
美
栄
子

お
年
玉
今
も
変
ら
ぬ
ポ
チ

袋

（北）
竜
太

新
年
の
抱
負
邪
魔
す
る
オ

ミ
ク
ロ
ン
（長）
藤
原　

道
彌

俺
の
人
生
誰
が
知
っ
て
る

レ
ン
ズ
だ
け（垂）

小
髙　
　

肇

日
本
一
開
幕
前
の
ト
ラ
吠

え
る

（西）
萩
原　

浩
一

サ
ー
ク
ル
の
再
開
拒
む
オ

ミ
ク
ロ
ン
（西）
松
井　

文
子

へ
な
ぶ
り

デ
ー
ケ
ア
ー
迎
え
て
ハ
グ

を
友
に
聞
き
寝
る
前
ハ
グ

し
明
日
頑
張
ろ
う

（北）
清
水　

久
子

俳  
句
投
句
一
〇
〇
句

掲
載　

九
〇
句

紅
梅
会
（
東
）

本
願
寺
座
し
て
祈
願
の
寒

の
内

美
恵
子

若
棋
士
の
駒
打
ち
秘
め
る

寒
の
内

朋
子

身
心
に
深
く
沁
み
入
る
寒

の
水

比
佐
美

盆
梅
の
見
事
な
ま
で
の
出

来
栄
え
に

扶
喜
子

雪
景
色
丹
波
篠
山
武
家
屋

敷

早
智
子

ス
ト
ー
ブ
の
赤
き
炎
に
睡

魔
く
る

里
子

初
出
社
心
新
た
に
一
歩
踏

む

松
子

黙
祷
に
は
じ
ま
る
今
日
の

初
句
会

恵

梅
苑
句
会
（
東
）

除
夜
の
鐘
波
動
の
先
に
願

い
込
め

山
田
し
づ
子

幸
あ
れ
と
念
じ
て
開
く
初

暦

時
枝
千
穂
子

餅
食は

め
ば
新
年
の
味
や
わ

ら
か
く

藤
綱　

孝
子

掛
け
替
え
し
色
紙
の
放
つ

新
春
の
気

深
沢　

清
子

宝
愛
句
ら
ぶ
（
中
）

寒
入
り
の
あ
の
震
災
を
忘

れ
ま
じ

和
子

吹
雪
く
夜
や
明
け
て
光
の

車
窓
か
な

悦
子

年
賀
状
待
ち
し
一
枚
友
の

顔

千
枝
子

風
花
を
手
に
受
け
夫
を
振

り
返
る

道
子

風
花
の
乱
舞
に
歓
声
授
業

中

丘

枝
先
の
膨
ら
む
兆
し
四
温

待
つ

和
志

六む

甲こ

を
越
え
風
花
舞
い
て

わ
が
窓
に

哲
男

巡
り
来
る
三
寒
四
温
儘
な

ら
ず

啓
臣

梅
の
美
会
（
兵
）

年
毎
に
手
書
き
の
賀
状
数

も
減
り

平
井
喜
美
子

春
を
待
つ
つ
ぼ
み
膨
ら
む

吉
野
山

山
口　

茂
子

移
り
ゆ
く
世
に
長
ら
え
し

卒
寿
の
春

藤
井　

歌
子

俎ま
な

板い
た

と
相
性
も
よ
く
春
キ

ャ
ベ
ツ

山
田　

朝
子

職
終
え
て
四
半
世
紀
や
春

の
朝

粟
野　

富
江

新
春
に
心
も
弾
む
釣
り
大

会

林　
　

靜
野

青
葉
ク
ラ
ブ
（
北
）

墨
の
香
に
寅
の
一
文
字
賀

状
か
な

馬
場
み
つ
え

春
待
つ
も
気
力
が
萎
え
る

吼
え
る
風

山
本　

恒
雄

初
詣
で
箒
目
す
が
し
村
社

か
な

前
川　

弘
子

高
原
さ
さ
ゆ
り
会
（
北
）

目
に
青
く
透
き
通
る
空
年

始
め

南　

久
美
子

淑
気
満
つ
神
橋
渡
り
本
殿

へ

山
下　

久
一

豆
ま
き
の
声
は
ず
む
ほ
ど

福
来
た
る

松
村
二
三
枝

春
待
つ
や
白
一
色
の
窓
の

外

若
林　

節
子

三
才
児
竹
刀
上
段
寒
稽
古

て
る
子

世
の
中
に
抗
え
よ
と
ぞ
梅

蕾

佐
藤
伸
二
郎

箸
紙
に
孫
も
名
を
書
き
祝

う
膳

佐
藤
か
な
め

花
山
会
（
北
）

丑
年
の
置
物
納
め
年
惜
し

む

林　

巳
三
子

古
枯
や
峡
に
半
生
住
み
古

る
も

井
関　

礼
子

ひ
ま
わ
り
句
会
（
北
）

実
南
天
庭
の
片
隅
真
っ
赤

な
り

辻　

寿
賀
子

年
明
け
て
今
年
も
咲
い
た

ス
イ
セ
ン
花

石
井　

敏
子

ひ
よ
ど
り
台
句
会
（
北
）

病
の
父
思
ふ
息
子
と
祝
い

箸

塩
見　

光
子

蠟ろ
う

梅ば
い

の
花
び
ら
透
け
て
空

青
し

田
中　

弘
子

一
輪
の
水
仙
が
あ
る
良
き

日
和

筒
井　

豊
子

染
ま
り
ゆ
く
朝
雲
を
見
つ

四
方
拝

中
井　

光
子

感
謝
し
て
ひ
と
つ
願ね

ぎ
事

初
詣

矢
谷
登
美
子

北
斗
句
会
（
北
）

姿
見
を
何
度
も
覗
く
春
着

の
子

岸
下　

庄
二

裾
に
手
を
渡
舟
乗
り
込
む

春
着
の
子

秋
山　

弘
之

い
そ
い
そ
と
め
か
し
八
十

路
の
春
小
袖

黒
田　

久
江

入
院
の
夕
膳
早
く
降
誕
祭

金
行　
　

隆

昨
夜
に
染
む
髪
梳
上
げ
て

初
鏡

増
田　

嗣
夫

初
場
所
や
贔
屓
の
力
士
の

幟の
ぼ
り

立
つ

藤
井
久
美
子

春
着
の
娘
指
先
ま
で
が
し

ほ
ら
し
く

松
本　

洋
子

寄
せ
植
え
の
鉢
は
古
伊
万

里
福
寿
草

脇
坂
有
多
子

産う
ぶ

土す
な

の
宮
に
春
着
の
姉
い

も
と

久
松　

礼
子

落
ち
葉
踏
む
私
の
音
を
聞

き
な
が
ら

北
条　

幸
夫

福
寿
草
句
会
（
須
）

混
濁
の
世
に
粛
然
と
山
眠

る

松
下
修
二
郎

デ
パ
地
下
の
活
気
戻
り
て

師
走
か
な

上
原　

綾
子

冬
木
立
続
く
果
て
な
る
大

入
日

岩
田
美
代
子

須
磨
浦
の
日
の
出
眼
下
に

山
眠
る

林　
　

慎
一

寝
る
前
の
女
房
の
作
る
生

姜
酒

藤
田　

栄
一

心
急
く
ク
リ
ス
マ
ス
の
歌

街
の
中

髙
見
希
豫
子

多
聞
台
と
き
わ
会
文
芸
部
（
垂
）

こ
ろ
こ
ろ
に
着
ぶ
く
れ
す

れ
ど
悴か

じ
か

む
手

大
畑
留
理
子

知
る
人
も
な
き
一
人
住
ま

い
の
厚
着
か
な中

村
佳
代
子

マ
フ
ラ
ー
の
色
鮮あ

ざ
や

か
に
マ

ス
ク
消
し

久
下　

順
司

片
方
の
手
袋
い
ず
こ
迷
い

道

樋
山　

隆
夫

捨
て
ら
れ
ぬ
手
あ
み
の
マ

フ
ラ
ー
箱
の
奥山

本
雄
二
郎

着
ぶ
く
れ
の
案か

山が

子し

ポ
ツ

ン
と
休
耕
田

木
村　

敏
博

桃
山
台
ク
ラ
ブ
文
芸
部
（
垂
）

蟹
鍋
や
殻
山
盛
に
足
の
殻

田
畑
美
恵
子

初
春
の
天
泳
ぐ
た
こ
友
は

無
く

大
上　

昭
敏

き
ら
く
句
会
（
西
）

初
日
の
出
道
な
き
人
生
衿

正
す

大
橋　

治
子

床
の
間
に
孫
と
曾
孫
と
鏡

餅

喜
田　

弘
征

年
初
め
泣
き
笑
い
す
る
誕

生
会

阪
本　

道
子

救
出
に
向
か
う
背
な
に
輪

か
ん
じ
き

田
野　

湯
仙

生
返
事
聞
き
つ
返
し
つ
着

膨
れ
る

森
本　

珠
実

文
芸
欄

文
芸
欄

　

コ
ロ
ナ
は
も
う
終
わ

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

新
聞
や
テ
レ
ビ
で
は

天
文
学
的
な
数
字
で
発

症
者
数
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
な
の
に
街
に
は

人
が
あ
ふ
れ
、
マ
ス
ク

な
し
の
人
も
見
か
け
ま

す
。
こ
の
さ
き
、
ど
う

な
る
の
で
し
ょ
う
。

あ
と
が
き

寒
の
雨
細
ぼ
そ
降
り
て
身

に
さ
さ
る

山
本
ス
ミ
子

月
が
丘
む
つ
み
会
（
西
）

初は
つ

春は
る

の
歌
会
老
人
若
返
り

藤
森　

勝
子

昼
酒
は
よ
く
回
り
外と

は
細

雪

川
上　

富
範

年
賀
状
書
く
手
進
ま
ぬ
昨

今
日

武
井　

勇
二

■
個
人

寒
く
て
や
家い

え

の
中な

か

に
て
籠こ

も

り
勝が

ち

（東）
武
田　

勝
子

大お
お

雪ゆ
き

や
脳
裡
の
眼ま

な
こ

六
甲
山

（灘）
福
井　

悦
子

初
午
の
ご
縁
日
の
土
人
形

（灘）
安
田
奈
美
江

聞
い
た
ふ
り
聞
え
ぬ
ふ
り

の
冬
帽
子

（灘）
山
上　

幸
子

悠
々
と
鳶
の
輪
を
描
く
初

御
空

（中）
延
吉　

富
子

新
春
の
生
田
の
森
や
太
鼓

の
音

（北）
竹
村　

良
子

初
日
出
大
阪
湾
を
一
番
機

（須）
福
本　

和
恵

寒
見
舞
ひ
今
年
も
書
き
て

落
着
け
り

（須）
渡
辺
眞
佐
代

里
山
に
ひ
び
く
鐘
の
音
年

明
け
ぬ

（垂）
藤
田　

恵
子

春
近
し
水
溜
ま
り
よ
り
光

苔

（西）
小
幡
美
沙
子

狛
犬
の
で
ん
と
す
わ
り
て

秋
ふ
か
し

（西）
古
西　

研
次

と
ん
ど
焼
き
夕
日
背
に
し

て
燃
え
さ
か
る

（西）
芝
田　

律
子
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